
（様式１） 

 

法人番号 041001 

プロジェクト番号 S1411001 

 

 

研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 栴檀学園 大学名 東北福祉大学 

研究プロジェクト名 
社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳科学的エビデンス

情報提供基盤の構築 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本研究の目的は、教育機関等で育成される個々人の社会的・職業的能力を評価・理解

するための認知・脳科学的エビデンスに基づいた情報提供基盤を形成することにある。

認知・脳科学研究は急速な発展を遂げているが、教育、職業経験等に伴う個々人の認知・

脳機能の可塑的変化の検討には至っていない。他方、教育現場は、学習者個々人の発達

的変化を理解する枠組みを支持する科学的エビデンスを認知・脳科学研究に期待してい

る。そこで本研究では、個々人に共通する法則性・全体的傾向を理解する従来型の認知・

脳科学研究ではなく、多様な個々人の評価・理解を可能にする研究を展開する。本研究

では、教育・職業・パーソナリティ等とともに変容する個々人の認知・脳機能を大学在

籍期間にわたり追跡計測する縦断研究と、職業経験や社会的認知・精神障害等に関連す

るパーソナリティ特性の強弱の点で異なる集団の機能変化を比較する横断研究とを統

合したマトリクス的アプローチにより明らかにする。そして個々人のヒト特性自体を定量

的かつ客観的に評価できるデータ測定・分析法を創出し、教育機関・高齢者福祉施設・医療

機関に提供し、社会的・職業能力を育成する教育プログラムの改善支援へつなげる。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

構想調書時の目標を予定通り、一部は早期に達成しており、順調に研究が進展している。

①個人の社会・職業的能力等のヒト特性を総合的に評価するための認知測定指標（約 200

のヒト特性要素）を作成した。併せて種々のヒト特性と関連づける脳構造・機能計測シークエン

スを作成した。②個人の認知・脳機能変化を追跡する縦断研究については約 100 名の被験

者が 2 年半にわたり心理・脳計測に参加している。加えて、演奏経験等の長期の専門的訓練

が脳機能変化の形で顕現するという知見、数十分単位の短い訓練が認知機能を向上させる

という知見等の成果を上げている。③職業経験やパーソナリティの差異に着目した横断研

究では、事務、看護、保育、リハビリ職の職業従事者約 100 名のデータ収集を終えて分析中

である。加えて、保育実習等の学習の有無が脳活動の差異として顕現するという知見や、

種々のパーソナリティの強弱が認知機能に差異を生むという知見を得た。④ヒト特性データと

脳データを統合的に扱えるデータ分析プロセスを構築について、ヒト特性要素の脳への顕現

を示すマップ（TFU テンプレート）を作成した。さらに、当該マップをもとに機械学習を利用して

1回のMRI測定でヒト特性を評価できる「ヒト特性推定器」を開発した。職業従事者データを用

いて「ヒト特性推定器」の妥当性の確認も行った。また、fMRIの技術開発を通して脳機能変化

のミクロ的なメカニズムの解明に向けてMRIによる T1またはスピン密度の計測を行っている。 
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平成 26年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   栴檀学園               ２ 大学名  東北福祉大学          

 

３ 研究組織名   東北福祉大学感性福祉研究所  健康科学研究センター             

 

４ プロジェクト所在地  宮城県仙台市青葉区国見ヶ丘６－１４９－１                  

 

５ 研究プロジェクト名  社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳科学的エビデンス 

情報提供基盤の構築                               

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                                 

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

小川誠二 東北福祉大学 特任教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  23 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小川 誠二 
東北福祉大学・ 

特任教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 
研究統括 

坪川 宏 
東北福祉大学・ 

教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

個人の認知・脳機能変動を追跡計測

する縦断研究 

大城 泰造 
東北福祉大学・ 

准教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

個人の認知・脳機能変動を追跡計測

する縦断研究 

曽根 稔雅 
東北福祉大学・ 

講師 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

個人の認知・脳機能変動を追跡計測

する縦断研究 

河地 庸介 
東北福祉大学・ 

准教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

個人の認知・脳機能変動を追跡計測

する縦断研究 

藤井 俊勝 
東北福祉大学・ 

教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

河村 孝幸 
東北福祉大学・ 

准教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

庭野 賀津子 
東北福祉大学・ 

教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

田邊 素子 
東北福祉大学・ 

准教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

浅野 弘毅 
東北福祉大学・ 

教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

パーソナリティの異なる集団の認知・

脳機能を比較する横断研究 

小松 紘 
東北福祉大学・ 

名誉教授 
社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

パーソナリティの異なる集団の認知・

脳機能を比較する横断研究 

松江 克彦 
東北福祉大学・ 

教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

パーソナリティの異なる集団の認知・

脳機能を比較する横断研究 
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滝井 泰孝 
東北福祉大学・ 

教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 

パーソナリティの異なる集団の認知・

脳機能を比較する横断研究 

成  烈完 
東北福祉大学・ 

特任准教授 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 
先端的ｆMRI測定法の開発 

姜  大勲 
東北福祉大学・ 

特任研究員 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 
先端的ｆMRI測定法の開発 

亀井 裕孟 
東北福祉大学・ 

特任研究員 

社会的・職業能力育成プログラムに資する認知・脳

科学的エビデンス情報提供基盤の構築 
先端的ｆMRI測定法の開発 

（共同研究機関等）    

山本 絵里子 
東京大学・ 

研究員 
次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 

個人の認知・脳機能変動を追跡計測

する縦断研究 

幕内 充 
国立障害者リハビリテ

ーションセンター・室長 
次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

奥田 次郎 
京都産業大学・

教授 

次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

月浦 崇 
京都大学・ 

教授 

次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

阿部 修士 
京都大学・ 

特定准教授 

次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

姜  東植 
琉球大学・ 

准教授 

次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 

加齢・職業経験の異なる集団の認

知・脳機能を比較する横断研究 

加藤 和夫 
東北学院大学・

教授 

次世代脳機能イメージングセンター（“個”の理解のた

めの脳機能計測・評価を志向する）の構築 
先端的ｆMRI測定法の開発 

 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本研究プロジェクトの目的は、教育機関等で育成される個々人の社会的・職業的能力

を評価・理解できる認知・脳科学的エビデンスに基づく情報提供基盤を形成することに

ある。認知・脳科学研究は急速に発展しているが、長期の教育効果や職業経験やパーソ

ナリティによる個々人の認知・脳機能の可塑的変化の検討には至っていない。他方、教

育現場は、学習者個々人の発達的変化を理解する枠組みに関する科学的エビデンスを認

知・脳科学研究に期待している。しかし、認知・脳科学研究の成果が充分に教育現場で

活用されていないのが現状である。これは教育現場では多様なケース（個人）をみてお

り、研究ではケースに共通する法則性・全体的傾向をみているという視座の違いにある。

そこで本研究では、個々人に共通する法則性・全体的傾向を理解する従来型の認知・脳

科学研究ではなく、多様な個々人の評価・理解を可能にする研究を展開する。 

本研究では教育・職業・パーソナリティ等による個々人の認知・脳機能のダイナミッ

クな変容を大学在籍期間にわたって追跡計測する縦断研究と、職業経験や社会的認知・

精神障害等に関連するパーソナリティ特性の強弱の点で異なる集団の機能変化を比較

する横断研究とを統合したマトリクス的アプローチにより明らかにする。縦断研究で

は、教育・職業・パーソナリティ等の要因によって影響を受ける個人のヒト特性を評価するため

の約 200 種にわたる各種質問紙・心理検査・行動指標を採用しており、数百人の被験者個々

人を多角的にかつ、その成長過程をも捉えることができる。研究期間内では縦断研究ができ

ない就業経験に伴う発達的な認知・脳変化については横断研究を行うことで検討することが

できる。これほどまでに多様な認知・脳データをもち、個々人の発達的変化をも情報として含

むデータベースは、国内はもちろんのこと世界的にもまだ存在していない。それだけに本プロ

ジェクトは極めて新規性が高く、社会的・職業能力育成プログラムが個々人にもたらす効果の
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測定・評価に必要となる非常に多くの認知・脳科学的エビデンスを提供できるという点で利用

価値も高い。 

さらに、従来型のヒトの一般的な傾向、集団・条件間の差異を示す分析ではなく、個人のヒト

特性自体を評価できる新たなデータ測定・分析法を創出することで、教育現場で求められる

多様な特性を持つ一人ひとりの定量的かつ客観的な評価を実現できる。大学等の教育機関

における社会的・職業能力育成プログラムが個々人にもたらす効果の測定・評価は、教育・学

習の質を保証する上で極めて有効であり、プログラムの効果を学習者に定量的に示すことは

学習意欲の向上へとつながる。このデータ測定・分析法を教育機関・高齢者福祉施設・医療

機関に提供することで、社会的・職業能力を育成する教育プログラムの改善支援へつな

げていく。 

（２）研究組織 

１．研究者等の役割分担・各グループ間の連携状況・責任体制 

本研究事業では、研究代表者 1名、研究者 22名が参加しており、3つのサブグループを組

織した上で各サブグループリーダーのもと研究を遂行する体制をとっている。ただし、個々の

研究課題の内容に応じて、グループ間で緊密に連携し合ってデータの収集・分析等を遂行す

ることが必要であるため、グループメンバー構成と役割分担はフレキシブルなものとしている。

さらに、各研究者は日々自発的にディスカッションの場を作っていることに加えて、個別の課

題に着手する際に研究代表者を交えてディスカッションする機会を設けている。 

3つのサブグループは以下の通りである。サブグループ A・Cは、大学生を対象に大学生活

で成長する個人の認知・脳機能を追跡計測する縦断研究を行う。被験者の募集と認知課題

作成・認知データ測定・分析（サブグループ A リーダー・河地、坪川、大城、曽根） と脳機能

計測課題の作成・脳機能データの測定・分析（サブグループ C リーダー・成、姜（大）、亀井、

幕内、山本、姜（東）、加藤）に分けて行う。サブグループ B は、職業、加齢、パーソナリティの

強弱の点で異なる集団間の認知・脳機能変化を比較する横断研究を行う（サブグループ B リ

ーダー・藤井、河村、庭野、田邊、浅野、滝井、奥田、月浦、阿部、小松、松江）。さらに、サブ

グループ C は、個人の fMRI/MRI 測定から得られる情報内容・量を大幅に向上させるための

技術開発・改良とともに、新しい fMRI 現象の探索を行う。この他、本プロジェクトでは大学生・

大学院生が研究補助を行っている。 

研究代表者はサブグループリーダーを通して研究の指揮・監督を行う。研究代表者は研究

遂行を円滑にするために、サブグループリーダーを中心とする会議を 1～2 ヶ月に 1 回開催

し、進行状況などを点検している。さらに全研究メンバーを対象に年度研究進捗報告会を実

施し、各研究メンバーが直接相互に連携し合える環境づくりを行っている。 

２．研究支援体制 

感性福祉研究所の事務局スタッフを中心に施設・設備・購入物品等の維持・管理が行われ

ており、事務作業等による研究者の時間的・精神的負担は軽減されている。また、研究遂行

上の問題は速やかに解決されるよう、全学的な支援が継続的に行われている。 

（３）研究施設・設備等 

研究施設である感性福祉研究所の使用総面積は 4,092 m
2であり、約 150名の研究者が利

用している。本研究事業に関連して、のべ約 1100 人の大学生・大学院生・社会人が被験者と

して参加している。 

 平成 26 年度に研究設備として「MRI 対応脳波計」、「MRI 対応眼球運動計測装置」が設置

された。研究装置として「アップグレード磁気共鳴撮影装置（MRI）」が感性福祉研究所内に設

置された。29年 3月末現在ののべ利用時間は以下の通りである。 
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１）MRI対応脳波計・・・・・・・・・・約 88時間  

２）MRI対応眼球運動計測装置・・・・・・・・・・・・・・・・約 94時間 

３）アップグレード磁気共鳴撮影装置（MRI）・・・・・・・・・約 1334時間 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

構想調書時の目標を予定通り、一部は早期に達成しており、順調に研究が進展している。 

１．教育効果・職業経験・パーソナリティに着目したヒト特性測定指標の作成 

教育・職業・パーソナリティ等の要因によって影響を受ける個人のヒト特性を総合的に評価

するための礎となる認知機能測定用の各種質問紙・心理検査・行動指標（社会的能力、知

能、情動、パーソナリティ、職業適性、生活習慣等のおよそ 200 個のヒト特性要素）を作成し

た。併せて種々のヒト特性と関連づける脳構造・機能画像データベースを作成するための撮

像シークエンス（VBM: Voxel Based Morphometry, DWI: Diffusion Weighted Imaging, 

rs-fMRI: resting-state fMRI）を最適化した。 

ヒト特性の構成要素間の関連性を理解するために共分散構造分析等の多変量解析法を用

いた検討を行っている（論文*4, *6, *12）。その検討の中で職業適性を予測するにあたって

は、元来の知能も重要であるが、知能とは独立に個々人が大学で修める学業成績がより重要

となるといった職業適性における大学教育の影響が明らかになってきている。 

またさらなるヒト特性測定指標の作成にも着手している（論文*7，*8）。中でも、社会に出て

適応的に生活していくために特に重要と目される論理的思考に着目している。論理的思考が

大学教育の中で養われることで脳機能の変化として顕現していくことを検討するために、論理

的思考を要する課題遂行中の fMRI実験を行い、現在データ分析を行っている。予備的結果

から前頭前野での論理的思考関連部位が同定できている。 

２．認知・脳機能変化を捉える縦断・横断研究によるマトリクス的アプローチ 

２．１．縦断研究について 

個々人の認知・脳機能を大学在籍期間の数年にわたる長期的スパンで追跡計測する縦断

研究については、約 300名の被験者から開始し、現在約 100名の被験者が 2年半にわたり継

続的に認知・脳計測に参加している。研究開始後に大学入学した学生が研究期間内に卒業

を迎え、最終年度までには縦断研究の最終的な研究結果が確実に得られる。 

上述の縦断研究に先駆けて、学習・訓練により形成されるヒト特性が脳組織・機能における

可塑的変化として顕現されるかを MRI測定により確認した（論文*13, *16; 学会発表*14）。こ

れにより、学習・訓練の結果として脳に可塑的な変化が起きることを本研究プロジェクトにおけ

る実験環境で確認ができ、数年にわたる追跡測定へのエビデンスを得ることが出来た。また、

職業等の経験が脳組織・機能へ顕現されうることについての根拠を得ることができた。 

さらに、ヒト特性における可塑的変化に必要となる学習・訓練の時間限界を検討するため

に、知能等とは独立に人間の行動や意思を制御しているとされる実行機能を対象に、短期的

な学習・訓練による機能向上の検討を行った（論文*5）。先行研究では実行機能の学習・訓練

が効果を発するには１ヶ月程度の集中的な訓練が必要とされてきたが、本研究では 20分程度

の訓練であっても長期訓練とほぼ同様の機能の改善・向上が示された。学習内容に応じた効

率のよい学習・訓練期間の設定に有益な示唆を与える。 

２．２．横断研究について 

職業経験やパーソナリティ特性の異なる集団での認知・脳機能変動を比較する横断研究に

ついては、本学学生の就職状況を勘案して事務職、保育士、看護師、リハビリテーション関連

職に就く職業従事者 100 余名を対象として横断研究データ収集を行った。現在、学生と職業
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従事者との比較から職業経験による認知・脳機能変化を特定すべく分析を進めている。  

職業従事者に関する横断研究に先駆けて、保育課程に在籍し保育実習に参加する学生と

保育実習に参加しない学生を対象として実習の有無による認知・脳機能変化を特定するため

の fMRI 研究を実施した（学会発表*2, *3）。その結果、実習参加後に乳幼児の泣いている表

情に対する扁桃体・上側頭溝の活動が有意に低下することがわかった。この結果は、保育実

習という学習・訓練が脳活動の変化として顕現することを示すものである。本知見は現在国際

研究誌に投稿中である。 

パーソナリティ特性の強弱の点で異なる集団での認知・脳機能変動を比較する横断研究で

は、大学での休学・退学理由となりうる精神障害に関連する統合失調型パーソナリティ特性等

に着目して研究を展開している。研究では、統合失調症の前駆段階ともされる統合失調型パ

ーソナリティ特性について特性強群と特性弱群を設定し、上述の認知機能指標に加えて注意

機能・実行機能・メタ認知機能測定を行った。その結果、健常者であっても特性強群では、統

合失調症患者にみられるような機能低下が確認された（学会発表*19, *20, *21）。精神障害の

発症予測の補助手段になりうるこれらの指標とストレスコーピング指標や幸福感尺度等を関連

づけて評価することで、学生へよりきめ細やかな心理的・教育的配慮ができる可能性がある。 

３．個々人のヒト特性を総合的に評価するためのデータ分析法の創出 

３．１．ヒト特性の多面的評価を可能にする推定器の構築 

縦断研究の一環として得られた脳皮質・白質・賦活量等の構造・機能データといった異なる

時空間特性をもつ多次元脳データ、約 200個のヒト特性要素に関する心理測定データを統合

的に扱えるデータ分析プロセス（「ヒト特性推定器」と呼称））（その他*１）を構築した。 

具体的には、心理測定データ及び MRI データによりヒト特性要素に関連する脳部位及び

脳機能的ネットワークを同定し、ヒト特性の脳への顕現を示すマップ（TFU テンプレート）を作

成した。本研究のように１研究の中でこれだけ多岐にわたるヒト特性要素を扱ったマップは世

界的に類を見ないものである。次に、TFU テンプレートをもとにマシンラーニング法を利用して

1 回の MRI 測定（約 13 分）で、ヒト特性を総合的に評価することの出来る「ヒト特性推定器」を

開発した。この推定器により、MRI により得られる脳のデータだけで、社会性、IQ、EQ、パーソ

ナリティ 5特性、職業適性を 8段階または 3段階で評価でき、学習・訓練の効果の評価が可能

になった。本成果は現在国際研究誌に投稿中である。 

３．２．職業従事者データを用いた「ヒト特性推定器」の妥当性の検証 

２．２．で述べた職業従事者の MRI データから、「ヒト特性推定器」を利用して職業適性の推

定を行った。その結果、保育・リハビリ・看護の職業に従事する被験者の職業適性レベルは、

事務職に就労している被験者より有意に高く推定されることが確認できた。本知見は「ヒト特性

推定器」の職業適性評価の妥当性を保証するものであり、学習・訓練による職業適性の変化

をこの推定器により追跡可能であることを示している。 

３．３．ｆMRI/MRI測定法の改良：脳の可塑的変化に関するミクロ的なメカニズムの解明 

脳内の樹状突起や棘突起等のミクロ的な変化を計測するための測定方法を作製した。組

織または機能的な変化を T1コントラスト測定法により計測した。楽器演奏経験などの訓練によ

り、関連機能部位の T1 の変化を計測することができた（論文*13; 学会発表*7, *10, *14）。ま

た、マクロな脳機能・形態測定からミクロな機能情報を推定する測定方法を作製し、測定を行

った（論文*14, *17; 学会発表*11,*14,*16, *17）。これらの結果はヒト特性が脳内で顕現する

メカニズムの解明と「ヒト特性推定器」の性能向上へつながると期待できる。 

３．４．ｆMRI/MRI測定法の改良：脳機能の動特性 

高速 MRI 測定法および刺激パラダイムの改良により脳活動の動的信号、動的ネットワーク
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の検出を試みた（論文*7; 学会発表*5, *6, *13, *18）。これにより fMRIで数十ミリ秒の速さで

生じる神経活動の検出可能性を示した（国際学会に発表予定）。また、脳活動信号のフィード

フォワードとフィードバック伝達を fMRIで捉えることに成功した。これらの結果は、脳ネットワー

クの動特性の解明に貢献でき、「ヒト特性推定器」の精度向上に寄与するものと考える。 

＜特に優れた研究成果＞ 

大学教育、職業適性、社会的能力に焦点を当てた約 200 にも達するヒト特性を扱って、100

名単位の fMRI/MRI による脳データと組み合わせたデータベース（TFU テンプレート）を作製

した。当該データベースは世界的にも類を見ない情報量をもつ。今後縦断研究データが含ま

れることにより、個人の認知・脳機能の成長にまで対応できる先駆的なデータベースとなる。 

また、1 回の脳計測のみで多様なヒト特性を客観的に評価できるデータ分析プロセスである

「ヒト特性推定器」を作製した。作製にあたり、ヒト特性データと脳データを統合するという世界

的に例の少ない最新の手法を用いており、学術的に意義深い。同時に従来研究のように一般

的傾向ではなく、個人を評価できるという点で教育・臨床場面での応用が期待できる。 

＜問題点とその克服方法＞ 

数百人の被験者を対象とした追跡計測による大規模なデータ収集と分析に要する研究者

の不足がある。現在までは、大学院生・学部学生をアルバイトとして雇用して対応している。当

初アルバイトとして参加した大学院生の一人は、本プロジェクトにおける訓練と研究実績が認

められ、本学の研究員として採用された。今後も同様な方法で継続して行く。 

行動データは個々の被験者の分散に、MRI データは機械そのものの精度にその限界があ

る。その限界を超える精度を得ることは困難である。もし、実用化へ向けて、望ましい精度をえ

ることが難しい場合は、メタ解析と認知課題を伴う fMRI 実験により解決を試みる。また現在は

VBM、rｓ-fMRIを用いて解析を行っているが、DTI、高解像度MRI等を利用することも検討す

る。一部すでに上記測定方法の運用を検討している。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

本研究で構築した新たなデータ分析プロセス「ヒト特性推定器」により、個々人が自分自身

では自覚することの難しい社会的能力、職業適性、知能、情動知能、パーソナリティ等のヒト特

性を推定して、個人が自分自身を知るための資料・エビデンスを提供するサービス、また企業

における人材管理・育成の補助サービス等を行っていくための共同開発企業を募っていく。 

＜今後の研究方針＞ 

研究開始時に大学入学した学生が研究期間内に卒業を迎えるため、引き続き追跡データ

収集を行い、縦断研究の完成を目指す。また、横断研究の観点からも大学教育効果を評価で

きるように、４年生を対象に認知機能測定および脳機能・構造計測を実施し、１年生のデータ

との比較を実施する。 

TFU テンプレートの精緻化および妥当性の確認を行うため、VBM、DTI、rs-fMRI に加えて

認知課題を伴う fMRI 実験を推進する。この他、脳機能ネットワークの拡充のために認知機能

測定用の質問紙・行動指標（注意、実行、メタ認知機能等）を増やし、データ収集を行う。 

さらに「ヒト特性推定器」の推定精度向上に向けた分析アルゴリズムの改良を行う。現在用い

ている脳機能ネットワークは安静時脳活動をベースとしているので、課題遂行時の脳活動から

得られる機能ネットワークを TFU テンプレートに追加することでヒト特性の推定精度の向上を

目指す。また、マシンラーニング法に関しても多数の方法があるので、推定する個々のヒト特

性に関連する脳機能ネットワークごとに最適なものを採用する等の工夫をすることで精度の向

上が期待できる（論文*1, *11）。 

＜今後期待される研究成果＞ 

今後の研究により、「ヒト特性推定器」により推定できる個々人のヒト特性項目がさらに増え、

利用者の多様なニーズにきめ細やかに対応できるようになるとともに、推定精度をさらに向上
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させてソフトウェアとしてパッケージ化することで、本研究の成果を本学学生・教職員のみなら

ず、社会へ還元するためのサービスの提供が可能となる。 

今後の完成する縦断研究データおよび職業従事者の横断研究データを「ヒト特性推定器」

に追加することで、職業従事者のもつヒト特性レベルを目標として社会的・職業能力育成プロ

グラムがどのレベルまで個人に成長させることができているのかを客観的かつ定量的に評価

することが可能となる。さらに被験者へのインタビュー調査を行い、社会的・職業能力育成プロ

グラムのどの側面が個人のヒト特性の発達を促したのかを分析することで、当該ヒト特性を効果

的に育成するプログラムを示唆できる可能性がある。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

1～2ヶ月に 1回ごとに研究代表者およびグループリーダーを中心としたコアメンバー会議を

行い、年度ごとに全メンバーを対象に年次研究進捗状況報告会を実施している。その中で研

究進捗状況、研究環境に関わる諸事項について随時問題がないかを議論し、現時点で構想

調書時の予定よりも先んじて研究が進んでいるとの評価をしている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

平成 28年 2月に出江紳一教授（東北大学大学院医学系研究科）、松岡和生教授（岩手大

学人文社会科学部）、福永雅喜准教授（自然科学研究機構生理学研究所）を外部評価委員

として書面審査と実地審査が行われた。総評として「高い社会的還元性・貢献度がある研究プ

ロジェクトであり、学術的な意義・新規性も高い。研究方法も妥当であり、当初の研究計画通

り、一部は計画に先行して成果が得られている」との評価を受けた。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）   社会的能力     （２）   職業適性     （３）   大学教育    

（４）   ｆMRI     （５）   脳機能ネットワーク     （６）   可塑性    

（７）   機械学習     （８）   「ヒト特性推定器」     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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１４ その他の研究成果等 
*1. A program manual for Estimator of Human Characteristics. 

上記 11（4）にて述べた、1 回の MRI 測定から得られる脳データからヒト特性を総合的に評価

することの出来る「ヒト特性推定器」（ソフトウェア）の操作マニュアル 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

 


